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7 アルキン

末端アルキンの酸性度

酸性度高い

50pKa 44 25

アニオンが安定

sp3混成 sp2 sp

混成軌道のｓ性が高い・・・アニオンが安定化される

25％ｓ性 33％ 50％

水素化 シン付加

Lindlar触媒 アルケンで止まる ＝ シスアルケン合成法

溶解した金属による還元 ＝ トランスアルケン合成法

liq. NH3 ＝ 液体アンモニア（沸点 ‒33 ºC） p. 709
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7 アルキン

HXの付加 Markovnikov則

水和反応

ケト‒エノール平衡

ケトンエノール

互変異性化
の一つ

ヒドロホウ素化

逆Markovnikov


